
官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課 

②事業名 北海道立近代美術館リニューアル整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

1.事業発案   

2.事業化検討  

3.事業者選定 

4.その他（                      ） 

 

 北海道立近代美術館（札幌市中央区北１西 17、1977 年開

館）の老朽化に伴い、効率的、効果的な整備手法や運営方法を

検討している段階。（2027年（R9）開館 50年） 

整備内容については、施設の機能向上や、来館者の魅力向上

につながるような助言・提案いただきたい。 

また、施設整備後の維持管理・運営について、民間事業者に

期待する内容や事業手法については具体的に決まっておらず、

民間事業者から見た事業の市場性や有効性、実現可能性等に係

る助言・提案等を踏まえ検討したい。 
 

④サウンディングの目的 ○地域住民の子どもから高齢者までの幅広い年齢層や国内外旅行

者等も含め利用拡大を図る。 

○休館日や閉館時間の施設（敷地）利用など、イベント、レスト

ランやショップ等への利用拡大も含めた整備を検討したい。 

○効率的（運営費用減）かつ効果的（展覧会観覧者増、収入増）

運営手法等について民間事業者の意向も踏まえ検討したい。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

○官民連携手法としてどのような手法が想定され得るかについて

提案いただきたい。（整備手法・運営手法） 

○施設整備後の維持管理運営について、参加可能な分野（施設管

理、広報、事業企画、レストラン、ショップ等）や運営期間に

ついてお聞きしたい。 

○利用拡大、施設（敷地）有効活用や収入確保のためには、どの

ような施設にすればよいか、提案をいただきたい。（整備内容） 

○改修と改築の違いによるメリット・デメリット等の意見を伺い

たい。 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（          ） 



加を確約するものではあり

ません 

8.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（             ） 

③事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

北海道立近代美術館のリニューアル整備に伴う、設計・建築・維

持管理・運営 

④現状及び課題 ＜施設＞ 

施設老朽化著しく（ex防水・断熱、空調・給排水・電気設備、

昇降機）、所蔵品収蔵スペースも狭隘化しており、リニューアル（施

設の長寿命化改修（20年程度）及び機能・魅力向上改修（又は改

築）、収蔵庫増設）必要。 

＜運営＞ 

（現状） 

・現在は、管理運営（事務系）及び学芸業務ともに直営 

 ・常設展の展覧会監視業務も道職員（非常勤）が実施 

 ・施設維持管理業務（ボイラー、警備、清掃）は業者委託 

 ・ミュージアムショップは一般社団法人北海道美術館協力会、

レストランは民間業者が運営（必要スペースを「使用許可」） 

・美術館の展覧会は３種類に大別できる。 

①美術館が独自に開催する展覧会（近美コレクション展（常設

展）、特別展） 

②マスコミ等が参画し実行委員会形式で開催する展覧会（特別

展） 

③マスコミや美術団体等が独自に開催する展覧会（貸館展） 

・収入は、展覧会の観覧料収入、貸館展等に係る会場使用料など 

 （実行委員会展、貸館展の収支は主催事業者に帰属） 

（課題）  

・維持管理運営業務の改善（費用減、利用者・収入増）必要。 

・広報・企画部門の効果的な展開。 

⑤前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

・整備方針等を今後策定予定であり、変更の可能性あり。 

・施工時の美術作品（収蔵品）一時移動や空調停止の際も、作品

保管場所の恒温・恒湿保持必要。（収蔵庫改修時は館内の展示室

での一時保管を想定） 

⑥事業スケジュール（予 整備方針等を策定するなかで検討する。（2027年（R9）開館 50



定） 年） 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 札幌市中央区北１条西１７丁目 （西１８丁目駅から徒歩５分） 

 

②敷地面積 １９，１５２．９５㎡ 

 

③土地利用上の制約 近隣商業地域、４５ｍ高度地区、準防火地域、建ぺい率・容積率

（８０％・３００％）、集合型居住誘導区域、景観計画区域、緑保

全創出地域（緑化率２０％以上） 

④所有者 北海道 

 

⑤周辺施設等 1km圏内に、小学校、中学校、高校、専門学校、文化施設、医大・

病院が立地 

 

⑥対象地周辺の環境 札幌市中心部から２km 圏内、高層マンションなどが建ち並ぶ住

宅街 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

・知事公館、知事公邸、道立三岸好太郎美術館に隣接 

・近代美術館と三岸好太郎美術館は一体的に管理している 

 （組織上、三岸好太郎美術館は当館の一部であり、三岸好太郎

美術館の維持管理・運営も当事業の検討対象としたい。） 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 北海道立近代美術館 

 

（未定） 

②施設の延床面積 ９，１６０．１１㎡ 

 

 〃 

③建物の構成（構造、階数） RC、地上 3階、地下１階 

 

 〃 

④主な施設の内容、導入機

能 

展示室 A（常設展用、1F･2F）、

展示室 B（特別展用、1Fのみ）、

収蔵庫（第一、第二）、ミュージ

アムショップ（1Fホール内一部

スペース）、美術情報コーナー

（1F）、レストラン・休憩スペー

ス・幼児室（2F）、講堂（1F･

2F）、映像室・造形室（2F）、事

務室 

 〃 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

道直営 

 

 〃 



⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

来館者用駐車場なし 

・近隣に民間駐車場多数 

・ビッグシャイン８８駐車場

（北１西 15）と提携、割引有 

・バスは３台駐車可（要予約） 

・障害者等に対しては個別対応

（要相談、2・3台程度まで） 

 〃 

■参加予定形式 

本取組は、現地会場及びWeb会議（Zoom予定）を併用した開催を予定しています。 

相談自治体の参加予定形式 １ 現地会場で参加する 

２ Web会議で参加する 

※今後の状況の変化に応じて、相談自治体の参加予定形式については変更となる場合があります。 

 

■ 添付資料 

⚫ 道立近代美術館位置図 

⚫ 道立近代美術館配置図 

⚫ 道立近代美術館館内図 

⚫ 道立近代美術館イメージ写真 

⚫ 道立近代美術館基本情報 

⚫ 道立三岸好太郎美術館基本情報 


